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大
阪
国
際
空
港
周
辺
の
住
民
は
、
航
空
機
の
騒
音
等
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
多
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

中
で
も
テ
レ
ビ
受
信
に
対
す
る
影
響
は

甚じ

ん

大
で
、
画
面
の
ゆ
れ
、
声
が
聞
き
と
れ
な
い
等
、
正
常
な
テ
レ
ビ
受
信

に
障
害
を
受
け
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
き
、
政
府
の
見
解
を
承
り
た
い
。 

一 

放
送
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
趣
旨
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
Ｎ
・
Ｈ
・
Ｋ
受
信
料
免
除
基
準
の
中
に
、

自
衛
隊
基
地
関
係
の
テ
レ
ビ
受
信
料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る

か
。 

二 

大
阪
国
際
空
港
周
辺
の
テ
レ
ビ
受
信
被
害
は
、
小
牧
空
港
等
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
衛

隊
、
米
軍
基
地
周
辺
に
お
い
て
は
、
受
信
料
免
除
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
民
間
空
港
に
お
い
て
も

同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ジ
エ
ツ
ト
機
が
就
航
し
、
現
に
テ
レ
ビ
受
信
障
害
の
で
て
い 
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三 

 



 

 

四 

る
民
間
空
港
周
辺
に
お
い
て
は
、
今
後
受
信
料
免
除
措
置
を
と
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

三 

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
五
日
に
航
空
審
議
会
が
答
申
し
た
諮
問
第
十
二
号
に
対
す
る
第
一
次
追
加
答
申

（
航
空
機
騒
音
対
策
）
の
中
で
「
空
港
周
辺
の
一
定
範
囲
内
に
お
け
る
テ
レ
ビ
受
信
障
害
に
つ
い
て
も
、
適
切
な

措
置
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
言
つ
て
い
る
が
、
政
府
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
つ
て
き
た
か
。 

又
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


